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物  質  名 アクリル酸 ＤＢ－1 

別  名 
2-プロペン酸 
エチレンカルボン酸 
ビニルギ酸 

CAS 番号 79-10-7 
PRTR 番号 第 1 種 3 
化審法番号 2-984 

構 造 式 
 
 
 
 
 

分子式 C3H4O2 分子量 72.06  
沸点 141 ℃ 1） 融点 12.3 ℃ 1） 
蒸気圧 3.97 mmHg (25 ℃) 2） 換算係数 1 ppm = 3 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 0.35 3） 水溶性 1×106 mg/L (25℃) 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 2,400 mg/kg 5）  
 マウス 吸入 LC50 5,300 mg/m3 (2ｈ) 5）  
 ラット 経口 LD50 33.5 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LC50 4,000 ppm (4ｈ) 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Wistar ラットに 0、53、240、460 mg/kg/day を飲水に添加して投与した二世代試験の結果、

F0 世代（親）の 460 mg/kg/day 群で飲水量の減少を、F0 世代（父）の 460 mg/kg/day 群で体重

増加の抑制を認めた。F1 世代（親）については、240 mg/kg/day 以上の群で飲水量の減少を、

460 mg/kg/day 群で摂餌量の減少及び体重増加の抑制を認めた。F1 及び F2 世代の仔では、240 
mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制を認めた。この結果から、LOAEL は 240 mg/kg/day、
NOAEL は 53 mg/kg/day であった 6）。 

・Wistar ラットに 0、9、61、140、331 mg/kg/day を飲水に添加して 12 ヶ月間投与した結果、

140 mg/kg/day 以上の群の雄でわずかに体重増加の抑制がみられたが、組織病理学的な影響も

明らかでなく、悪影響とは考えられなかった。この結果から、NOAEL は 331 mg/kg/day であ

った 7,  8）。 
・Fischer344 マウス及び B6C3F1 ラットに 0、14.9、74.7、224 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5

日/週）吸入させた結果、マウスの雄では 74.7 mg/m3 以上の群で、マウスの雌では 14.9 mg/m3

以上の群で用量に依存した嗅上皮の病変を認めた。この結果から、LOAEL は 14.9 mg/m3（暴

露状況で補正；2.7 mg/m3）であった 9,10）。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ Sprague-Dawley ラットに 0、120、350、1,060 mg/m3 を妊娠 6 日目から 15 日目まで吸入（6
時間/日）させた結果、着床前胚損失数、生存胎仔数及び吸収胚数に影響は認められず、胎仔

の形態、内臓及び骨格についても異常や発達遅延などの影響は認められなかった。この結果

から、NOAEL は 1,060 mg/m3 であった 11）。 
・ ラットに 0、83、250、750 mg/kg/day を飲水に添加して 3 ヶ月間投与した一世代試験の結果、

750 mg/kg/day 群の仔（雌雄）で有意な体重増加の抑制及び脳の相対重量の増加を認め、雄で

は肝臓の絶対及び相対重量、腎臓重量及び心臓重量、雌では脾臓の絶対及び相対重量及び肝
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臓重量の有意な減少を認めた。この結果から、NOAEL は 250 mg/kg/day であった 12）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・急性影響として、皮膚、眼及び粘膜に対し影響ある。慢性影響に関する報告はない 13）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 14） 

  実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに

対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 15） TLV-TWA 2ppm（5.9 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 53 mg/kg/day（体重

増加の抑制）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 5.3 mg/kg/day を暫定無毒性量等

に設定する。 
 吸入暴露については、マウスの中・長期毒性試験から得られた LOEAL 14.9mg/m3（嗅上皮の

変性）を採用し、これを暴露状況で補正して 2.7 mg/m3 とし、試験期間が短いことから 10 で除

し、さらに LOAEL であるために 10 で除した 0.027 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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